
力
強
い
太
鼓
の
音
色
が
春
の
訪
れ
を
い
き
い
き
と
伝
え
ま
し
た
。

詳
し
く
は
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

は
じ
け
る
笑
顔
、

は
じ
け
る
笑
顔
、

響
く
太
鼓

響
く
太
鼓
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おしらせ

まちのわだい

第４次伯耆町総合計画を策定 ほか

伯耆町食料品等購入助成券配布事業 ほか

溝口春の彼岸市 ほか
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作品鑑賞（植田正治作品の紹介）［15分］→講師による写
真講座・カメラの使い方説明［30分］→美術館内外での撮
影実習［30分］→撮影した写真の発表・講評［45分］

町民の方は『入館無料』です
ご来館の際は、広報ほうき３月号無料招待券、
または免許証など住所のわかるものを提示してください。

［開館時間］10：00～17：00（最終入館は16：30）　
［休館日］毎週火曜日（祝日の場合は翌日） ※５月５日、６日は開館します。
［メール］bijyutsukan@houki-town.jp　［HP］https://www.houki-town.jp/ueda/

問い合わせ先 Tel 0859-39-8000伯耆町立植田正治写真美術館

Museum News

Vol.203
だより

■ 対象：10人～25人のグループ
■ 講師：写真愛好家
■ 機材：美術館で用意したデジタル一眼レフカメラ（１人１台）
■ 費用：無料（町外の方は入館料が別途必要）
　 ※開催期間等については、調整中です。

植
田
正
治
の
写
真
集『
松
江
』は
、随
筆
家
・
漢
東
種

一
郎
の
エ
ッ
セ
イ
と
と
も
に
、
1
9
7
8
年（
昭
和
53
）

年
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
植
田
は
1
9
6
0
年
代
か

ら
、松
江
そ
の
も
の
を
被
写
体
と
し
て
、「
水
の
都
」と

呼
ば
れ
る
こ
の
街
の
四
季
折
々
の
表
情
や
、そ
こ
で
暮

ら
す
人
々
の
素
朴
な
姿
を
意
欲
的
に
撮
り
た
め
て
い

ま
し
た
。

こ
の
写
真
集
の
中
で
、「
私
に
と
っ
て
、
子
供
の
頃

の
松
江
は
、い
つ
も
、行
楽
地
で
あ
っ
た
」と
当
時
を

振
り
返
り
な
が
ら
、境
港
に
暮
す
植
田
が
幼
い
頃
か
ら

遠
足
、花
見
、祭
り
見
物
な
ど
で
よ
く
訪
れ
て
い
た
こ

と
を
記
し
て
い
ま
す
。
当
然
な
が
ら
、松
江
の
街
並
み

に
は
親
し
み
が
あ
り
、な
じ
み
深
い
場
所
で
し
た
。
格

子
の
あ
る
家
屋
や
老
舗
の
た
た
ず
ま
い
、大
小
さ
ま
ざ

ま
な
古
い
橋
な
ど
、昔
な
が
ら
の
面
影
を
た
た
え
る
松

江
の
街
は
し
み
じ
み
と
し
た
静
け
さ
を
漂
わ
せ
、ま
た

Ａ・Ｂ・Ｃ展示室（２・３階）

植田正治、あの頃の「松江」

盆
の
花
市
、
松
江
大
橋
を
行
き
交
う
人
々
、
堀
沿
い
を

自
転
車
で
走
る
人
の
姿
か
ら
は
、素
朴
さ
や
温
か
い
人

情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、人
気
の
な
い
路
地
や

街
並
み
の
風
景
は
、歴
史
の
あ
る
街
並
が
持
つ
独
特
の

ぬ
く
も
り
と
は
別
に
、幼
き
日
に
感
じ
た「
不
安
」や「
怖

さ
」と
い
っ
た
、心
の
奥
に
残
る
感
情
ま
で
も
が
映
し
出

さ
れ
て
い
る
の
か
の
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
植
田
の
記
憶

は
、
具
体
的
な
風
景
や
情
景
ば
か
り
で
な
く
、
あ
る
種

の
気
配
や
感
情
と
と
も
に
蘇
り
、現
実
の
風
景
と
結
び

つ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
移
り
ゆ
く
季
節
の
な
か
で
、

カ
メ
ラ
を
手
に
小
さ
な
発
見
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、現

実
の
風
景
と
自
身
の
記
憶
を
重
ね
合
わ
せ
、年
月
を
か

け
て
撮
影
し
続
け
た
の
で
す
。 

み
な
さ
ん
の
松
江
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
思
い
出
を

植
田
の
写
真
と
重
ね
な
が
ら
、〝
あ
の
頃
の「
松
江
」〞を

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

６月７日（日）まで開催

美術館展覧会情報

プログラム（120分）

今年も
フォトスクールを
開催します！

世界的写真家の作品鑑賞と一眼レフカメラを使った撮影実習で写真の楽しさを体験しよう。
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広
報
ほ
う
き
は
令
和
5年

5月
号
か
ら
穴
あ
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を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

広
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づ
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●
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マ
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ク
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▼
］
マ
ー
ク
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印
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パ
ン
チ
な
ど
で
穴
を
開
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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現在、伯耆町では人口減少・少子高齢化が深刻な課題となっています。
平成17年の人口 12,508人 → 令和７年の人口 10,090人（約2,400人減少）

まちの将来像 「森と光が織りなす うるおいのまち」
 ～人づくりは町づくり、町づくりは未来づくり～

令和７年の
高齢化率40.8%

伯耆町の未来へ、
ともに歩もう 第４次伯耆町総合計画を策定
計画期間：令和８年度（2026年度）～令和12年度（2030年度）の５年間

□ 計画の新たな視点：「未来への継承」

＊持続可能なまちづくり

＊自然・歴史・文化・伝統の保全

＊将来像の共有と協働

＊計画の継続性 

　　　　　視　 点 　　　　　　　　　  　 内　　　　　容

将来の世代が安全・安心に暮らせる社会基盤・環境を維持・発展

地域固有の財産を次世代へ継承

町民と行政が将来像を共有し、住民参画のまちづくりを推進

過去の成果を継承し、長期的視点で計画的な行政運営を実施

町長施政方針 令和８年度 町政運営の基本姿勢
伯耆町長
小澤 敦彦

５つの「まちづくりの基本方針」
将来像の実現に向けて、５つの基本方針のもと、各分野で具体的な施策を進めます。

●避難所環境の整備
●道路橋梁整備の充実
●SNSを活用した行政情報発信

❶住みよさを感じるまち 自然を守り、活かす取り組みや定住環境の維持整備に努め、
暮らし続けられる安全・安心なまちを目指します。

｜主な取り組み｜

●企業誘致活動の強化
●農林業・商工業・観光業の連携強化
●担い手の育成支援
●SNSや動画など多様なインターネットメディアを
　活用したPR活動の強化

❷地域産業を育むまち 農業・林業・畜産業・観光・商工業など、まちの活力である産業を
活性化し、地域力を創造するまちを目指します。

｜主な取り組み｜

●ふるさとキャリア教育の推進
●保小中一貫学力・人間力定着事業
●結婚新生活支援
●家庭保育への支援

❸健やかで心豊かな人を育むまち 子育て環境の充実や生涯にわたり主体的に活躍でき、
心豊かに過ごすことのできるまちを目指します。

｜主な取り組み｜

●フレイル予防の推進
●運動習慣の確立・定着化
●町全体で受け止める相談支援体制の構築

❹健康で安心して暮らせるまち 住民一人ひとりが地域の中でそれぞれの能力を発揮し、
互いに支え合いながら安心して暮らせるまちを目指します。

｜主な取り組み｜

●空き家バンクの開設
●移住定住施策の推進
●集落活性化のための取り組み
●積極的な行政情報の提供

❺住民とともに創る持続可能なまち 住民の意思・能力をまちづくりに活かし、協働・移住定住・
効率的な行財政運営により持続可能なまちを目指します。

｜主な取り組み（重点）｜

将来の世代が安心して暮らせるまちを守り続けるために、新たな視点を加え、計画を策定しました。

➡ ・インフラの維持が困難になる
・日常生活に必要な施設が減る
・地域のにぎわいが減る　など

今まで当たり前だった生活が
続かなくなります。

人口減少・少子高齢化が進むと…

町民の声から始まる、まちづくりの再スタート
　就任から１年、「まち∞未来ミーティング」「まち∞未来カフェ」等を計16回開催し、多くの町民
の皆様から率直なご意見を伺いました。そこで共通していたのは、「この町を何とかしたい」「次の
世代に誇れる伯耆町を残したい」 という熱い想いでした。現在、高齢化率は40.8%（令和７年） に
達し、高齢化率50%を超える集落が全体の４割を超えています。集落機能の維持は“将来の課題”
ではなく、“現在進行形の課題”です。
　人口減少は避けられない現実ですが、未来を諦める理由にはなりません。令和８年度を町づく
りの再スタートの年と位置づけ、「地域の本来価値を見立て直し、人と誇りが還る町」の実現に向け、
全力で歩んでまいります。
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現在、伯耆町では人口減少・少子高齢化が深刻な課題となっています。
平成17年の人口 12,508人 → 令和７年の人口 10,090人（約2,400人減少）

まちの将来像 「森と光が織りなす うるおいのまち」
 ～人づくりは町づくり、町づくりは未来づくり～

令和７年の
高齢化率40.8%

伯耆町の未来へ、
ともに歩もう 第４次伯耆町総合計画を策定
計画期間：令和８年度（2026年度）～令和12年度（2030年度）の５年間

□ 計画の新たな視点：「未来への継承」

＊持続可能なまちづくり

＊自然・歴史・文化・伝統の保全

＊将来像の共有と協働

＊計画の継続性 

　　　　　視　 点 　　　　　　　　　  　 内　　　　　容

将来の世代が安全・安心に暮らせる社会基盤・環境を維持・発展

地域固有の財産を次世代へ継承

町民と行政が将来像を共有し、住民参画のまちづくりを推進

過去の成果を継承し、長期的視点で計画的な行政運営を実施

町長施政方針 令和８年度 町政運営の基本姿勢
伯耆町長
小澤 敦彦

５つの「まちづくりの基本方針」
将来像の実現に向けて、５つの基本方針のもと、各分野で具体的な施策を進めます。

●避難所環境の整備
●道路橋梁整備の充実
●SNSを活用した行政情報発信

❶住みよさを感じるまち 自然を守り、活かす取り組みや定住環境の維持整備に努め、
暮らし続けられる安全・安心なまちを目指します。

｜主な取り組み｜

●企業誘致活動の強化
●農林業・商工業・観光業の連携強化
●担い手の育成支援
●SNSや動画など多様なインターネットメディアを
　活用したPR活動の強化

❷地域産業を育むまち 農業・林業・畜産業・観光・商工業など、まちの活力である産業を
活性化し、地域力を創造するまちを目指します。

｜主な取り組み｜

●ふるさとキャリア教育の推進
●保小中一貫学力・人間力定着事業
●結婚新生活支援
●家庭保育への支援

❸健やかで心豊かな人を育むまち 子育て環境の充実や生涯にわたり主体的に活躍でき、
心豊かに過ごすことのできるまちを目指します。

｜主な取り組み｜

●フレイル予防の推進
●運動習慣の確立・定着化
●町全体で受け止める相談支援体制の構築

❹健康で安心して暮らせるまち 住民一人ひとりが地域の中でそれぞれの能力を発揮し、
互いに支え合いながら安心して暮らせるまちを目指します。

｜主な取り組み｜

●空き家バンクの開設
●移住定住施策の推進
●集落活性化のための取り組み
●積極的な行政情報の提供

❺住民とともに創る持続可能なまち 住民の意思・能力をまちづくりに活かし、協働・移住定住・
効率的な行財政運営により持続可能なまちを目指します。

｜主な取り組み（重点）｜

将来の世代が安心して暮らせるまちを守り続けるために、新たな視点を加え、計画を策定しました。

➡ ・インフラの維持が困難になる
・日常生活に必要な施設が減る
・地域のにぎわいが減る　など

今まで当たり前だった生活が
続かなくなります。

人口減少・少子高齢化が進むと…

町民の声から始まる、まちづくりの再スタート
　就任から１年、「まち∞未来ミーティング」「まち∞未来カフェ」等を計16回開催し、多くの町民
の皆様から率直なご意見を伺いました。そこで共通していたのは、「この町を何とかしたい」「次の
世代に誇れる伯耆町を残したい」 という熱い想いでした。現在、高齢化率は40.8%（令和７年） に
達し、高齢化率50%を超える集落が全体の４割を超えています。集落機能の維持は“将来の課題”
ではなく、“現在進行形の課題”です。
　人口減少は避けられない現実ですが、未来を諦める理由にはなりません。令和８年度を町づく
りの再スタートの年と位置づけ、「地域の本来価値を見立て直し、人と誇りが還る町」の実現に向け、
全力で歩んでまいります。
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令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
︒

　
一
般
会
計
の
予
算
額
は
︑
昨
年
度
か
ら
５
億
９
６
０
０
万
円
増
の

87
億
６
０
０
万
円
と
な
り
︑
当
初
予
算
額
と
し
て
は
︑
合
併
以
降
︑
最

大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
︒

　
﹁
第
４
次
伯
耆
町
総
合
計
画
﹂
に
掲
げ
る
将
来
像
の
実
現
に
向
け
︑

限
ら
れ
た
財
源
を
︑
真
に
必
要
な
分
野
へ
重
点
的
に
配
分
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
︒

・ 地方交付税は、物価、光熱費高騰への措置等により、
前年度よりも１億2,780万円の増加を見込みました。
本町の財源の44.62%を占めています。

・ 町税のうち個人町民税は、給与所得増額等による所得
割の増加を見込み、町税全体では前年度よりも2,505
万円の増加となりました。

・ 町債（町の借金）は、学校のLED化工事やケーブルテ
レビ通信機器更新事業等の実施により、前年度よりも
１億170万円の増額となりました。

令和８年度
まちの予算

・ 単町補助事業は、地域の持続力向上のため補助率を引
き上げ、地域活動や生活基盤整備への支援を強化しま
す。各集落から要望のあった補助対象分を全て予算計
上しました。（144件、4,768万円）

・ 総務費は、ケーブルテレビ通信機器更新事業、職員パ
ソコン更新等の実施に伴い、前年度比２億482万円の
増額となりました。

・ 土木費は、町道改修事業、橋梁維持事業の増額等によ
り、前年度よりも１億2,703万円の増額となりました。

・ 教育費は、小中学校給食無償化、学校照明LED化工事
等の実施により、前年度よりも１億8,405万円の増額
となりました。

会　　計　　名 予算額
伯耆町町営公園墓地事業特別会計 640万円
伯耆町住宅新築資金等貸付事業特別会計 64万円
伯耆町地域交通特別会計 １億2,411万円
伯耆町丸山地区専用水道事業特別会計 887万円
伯耆町国民健康保険特別会計 13億2,050万円
伯耆町後期高齢者医療特別会計 ２億4,575万円
伯耆町索道事業特別会計 3,641万円

■ 特別会計

一般会計当初予算
令和８年度  87億　600万円
令和７年度  81億1,000万円
比較  ５億9,600万円（7.35%増）

伯耆町水道事業会計 伯耆町下水道事業会計

収益的収入 ３億1,454万円 ５億3,265万円

収益的支出 ２億7,304万円 ４億9,582万円

資本的収入 １億5,910万円 ３億1,961万円

資本的支出 ２億8,575万円 ３億5,418万円

■ 企業会計

●災害時移動式トイレトレーラー整備事業
　大規模災害時において、避難所のトイレが使用できな
い場合にも対応できるよう、移動式トイレトレーラーを
１台導入します。

住みよさを感じるまち住みよさを感じるまち地域産業を育むまち地域産業を育むまち

　公式LINEの導入によ
り、スマートフォンから
手軽に情報取得やサービ
ス利用が可能となる環境
を整備します。簡易な申
請の受付を行うなど、住
民の利便性向上を図りま
す。

●地域連携ふるさと納税返礼品活性化事業
　ふるさと納税の取組の強化・拡大のため、専門知識やノウ
ハウを有した地域活性化起業人の受入れを行い、農商工・観
光・文化・芸術などの連携や商品の掘り起こし・PR活動等
を活性化し、持続的な産業振興を図ります。

●畦畔等除草合理化事業
　（ラジコン草刈り機購入費）
�軽トラックに積載可能なラジコン草刈り機を１台
追加導入し、農業者の作業負担軽減を図ります。

●農作業用冷却作業服等購入補助事業
　近年の高温、暑熱から農業者を守り、作業中
の熱中症対策とするため、冷却作業服等の購入
を支援します。

12

令和８年度令和８年度のの重点事業重点事業

町税
137,563
15.80％

災害復旧費　1,500
　　　　　0.17％

諸会費
9,566
1.10％

民生費
262,282
30.13％

総務費
161,634
18.57％教育費

95,180　10.93％

公債費
83,697　9.61％

農林水産業費
75,226
8.64％

衛生費
70,362
8.08％

土木費
66,667
7.66％

消防費
26.995
3.10％

商工費
13,516
1.55％

その他
（依存財源）
9,163
1.05％

繰入金
59,608
6.85％

諸収入　9,565
1.10％

寄附金　8,501
0.98％

国庫支出金
79,196
9.10％

県支出金
67,096
7.71％

町債
52.280　6.00％

地方消費税交付金
30,696　3.53％

自主財源
26.97％

依存財源
73.03％

地方譲与税
8,905
1.02％

使用料および
手数料
6,783
0.78％

その他（自主財源）
12.764
1.46％

地方交付税
388,480
44.62％

（単位：万円）●歳入　合計 87億600万円

（単位：万円）●歳出　合計 87億600万円

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト

予備費　3,975　0.46％

●公式LINE導入事業

企業会計、特別会計の令和８年度の主な事業は、上下水道事業会計の適正な管理運営、老朽化した施設の改良更新、索道事業特別会計の索道施設の管理運営などです。

4広報ほうき　2026年５月号
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問い合わせ先 総務課　0859-68-3111

健やかで心豊かな人を育むまち健やかで心豊かな人を育むまち
●こども家庭センター運営事業
　全ての妊産婦、子育て世帯、こどもに対し、切れ目の
ない支援を行える相談支援体制を整備するため、子ども
家庭センターを設置します。

●給食センター管理事務費
　（学校給食費補助金）
　国の政策による小学校給食無償化に加え、中学校につ
いても給食を無償化し、保護者の負担軽減を図ります。

●放課後児童クラブ運営事業
　（放課後児童クラブ運営業務委託料）
　安定的で効率的な放課後児童クラブの運営を図り、
質の高いサービスを提供するため、令和８年10月から
放課後児童クラブの民間委託を実施します。

●小中一貫学力・人間力定着促進事業
　（シビックプライド形成事業補助金）
　「伯耆Ｉ学習」を柱としたふるさとキャリア教育を
充実させ、地域と連携した学びを通じて郷土への誇
りと愛着を育みます。子ども達がまちづくりの担い手
として主体的に関わる取組を支援するため、「シビッ
クプライド形成事業補助金」を創設します。

●インフルエンザ予防接種事業
　（インフルエンザ予防接種負担金）
　勉学等への支援を目的に、令和８
年度より、19歳未満の者の２回目の
予防接種についても助成を行います。

●認知症対策事業
　オンラインによる認知
症スクリーニング検査を
導入し、早期発見・早期
対応につなげます。

●単町補助事業の補助率引き上げ
　町単独補助事業の補助率引き上げにより、地域活
動や生活基盤整備への支援を強化し、各集落で将来
を考えるきっかけづくりになることを期待し、地域
の持続力向上につなげます。

●移住等支援事業
　移住コーディネーター１名、地域お
こし協力隊１名を配置して移住相談窓
口の設置とデジタル技術を活用した情
報発進の強化を図ります。
　また、伯耆町版空き家バンクを設置
し、空き家の利活用促進を進めます。

●溝口地区移住定住調査事業
　人口減少が進展する溝口地区において、
地域活性化の担い手となる子育て世代の移
住定住住宅や交流拠点の整備に向けて、民
間の資金やノウハウを活用する方式の方
が、公設公営方式よりも効率的であるかを
検証・判定するための調査を行います。

3

健康で安心して暮らせるまち健康で安心して暮らせるまち4

住民とともに創る持続可能なまち住民とともに創る持続可能なまち5
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伯 耆 町 役 場 組 織 図
本庁舎（所在地：伯耆町吉長37-3　電話：0859-68-3111　FAX：0859-68-3866）
フロア  課名 ・課長名 室名・室長名

１階

会計課　金田　学
（会計管理者兼）
☎0859-68-4213

出納室

住民課　景山　昌文
☎0859-68-3115

参事　伊藤　ひろみ
☎同左
税務室　野田　健治
☎0859-68-3114
地籍調査室　景山　昌文（課長兼）
☎0859-68-5538

健康対策課　中原　孝訓
☎0859-68-5536

健康増進室　中原　孝訓（課長兼）
☎同左
高齢者支援室　有富　千帆
☎0859-68-5535

福祉課（福祉事務所）
　住田　浩平
☎0859-68-5534

福祉支援室　安達　広典　
　　　参事　井澤　宏和
☎同左
子育て支援室（こども家庭センター）
　　　　　　住田　浩平（課長兼）
　　　参事　北垣　栄美子
☎0859-68-5533

地域整備課
　野坂　智紀
☎0859-68-5539

環境整備室　影山　晃司
☎同左
上下水道室　福光　葉月
☎0859-68-5540

分庁舎（所在地：伯耆町溝口647 　電話：0859-62-0711　FAX：0859-62-7172）
フロア  課名 ・課長名 室名・室長名 フロア  課名 ・課長名 室名・室長名

１階

分庁総合窓口課　松本　雅樹
☎0859-62-0711

３階

教育長　橋本　康雄
教育委員会事務局
　本庄　直哉
☎0859-62-0927

総務学事室　本庄　直哉（次長兼）
☎同左農業委員会事務局（産業課長兼）

　影山　孝宏
☎0859-62-0715

生涯学習室　角田　寛幸
☎0859-62-0712
人権政策室　角田　寛幸
（生涯学習室長兼）
☎0859-62-0713

6広報ほうき　2026年５月号

フロア  課名 ・課長名 室名・室長名

２階

町長　　小澤　敦彦
副町長　岡本　健司
総務課　若林　成人
☎0859-68-3111

総務室　川端　泰子
☎同左

選挙管理委員会事務局　
　事務局長　若林　成人
☎同上
企画課　一橋　志郎
☎0859-68-4212

経営企画室　一橋　志郎（課長兼）
☎同左
町づくり推進室　舟越　聡
☎0859-68-3113
地域未来戦略室　佐々木　敏栄
☎0859-68-4001

産業課　影山　孝宏
☎0859-68-4211

農林室　横山　さずか
☎0859-68-3315
商工観光室　影山　孝宏（課長兼）
☎同左

３階
議会事務局
　木村　利郎
☎0859-68-3112

新
規
採
用
職
員
紹
介

その他の施設
施設名称 所長・館長 施設名称 所長・館長

保
育
所

ふたば　☎0859-68-2078 椎木　慈 溝口図書館　　　　☎0859-62-0717 橋本　真智子
あさひ　☎0859-68-2076 亀田　みゆき 岸本図書館　　　　☎0859-68-3605 橋本　真智子
こしき　☎0859-68-2122 小椋　計子 学校給食センター　☎0859-68-2261 宅野　紳一
溝口　　☎0859-62-1317 福田　陽子 写真美術館　　　　☎0859-39-8000 吉野　真奈美

公
民
館

岸本　　☎0859-68-3617 加川　尚志 総合スポーツ公園　☎0859-68-3775 三島　一文
溝口　　☎0859-62-1177 見世　直樹 文化センター　　　☎0859-62-7078 権代　勝治
二部　　☎0859-62-7159 山岡　範泰 子育て支援センター（☎0859-39-8011 福祉支援室参事兼

井澤　宏和日光　　☎0859-63-0306 青井　洋一

地
域
整
備
課 

上
下
水
道
室

秋
本
　
太
貴

地
域
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
！

福
祉
課　
子
育
て
支
援
室

矢
倉
　
夏
帆

笑
顔
を
忘
れ
ず
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

こ
し
き
保
育
所

山
中
　
康
平

子
ど
も
と
全
力
で
遊
び
ま
す
！

こ
し
き
保
育
所

板
垣
　
百
華

仕
事
を
は
や
く
覚
え
ら
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

溝
口
保
育
所

福
間
　
莉
緒

笑
顔
を
大
切
に
頑
張
り
ま
す
。

福
祉
課　
福
祉
支
援
室

森
田
　
実
優

一
日
で
も
早
く
戦
力
に
な
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！

地
域
整
備
課　
環
境
整
備
室

野
坂
　
健
悟

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局　
指
導
主
事

川
原
　
悠
介

久
し
ぶ
り
の
地
元
で
う
れ
し
い

で
す
。

産
業
課　
農
林
室

濵
田
　
光

若
さ
を
活
か
し
て
頑
張
り
ま

す
！

教
育
委
員
会
事
務
局　
指
導
主
事

佐
藤
　
歩

様
々
な
こ
と
に
向
き
合
い
、
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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のまち　わだいまち　わだい

7

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

向
上
講
座「
か
け
っ
こ
教
室
」

溝
口
春
の
彼
岸
市

第
46
回

日
光
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

日
本
海
新
聞

ふ
る
さ
と
大
賞
２
０
２
５
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町
内
の
４
歳
以
上
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
３

月
14
日（
土
）、
溝
口
町
民
体
育
館
と
岸
本
町
民
体

育
館
に
て
、
す
べ
て
の
運
動
の
基
礎
と
な
る
走
力

向
上
を
目
指
し
て「
か
け
っ
こ
教
室
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
、
か
け
っ
こ
が
速
く
な
り
た
い
子
ど
も
た

ち
や
保
護
者
な
ど
約
１
４
０
人
が
参
加
し
、
地
面

を
強
く
蹴
っ
て
走
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
、
前

傾
姿
勢
を
つ
く
る
こ
と
や
腕
を
し
っ
か
り
振
る
こ

と
な
ど
速
く
走
る
た
め
の
手
法
を
学
び
ま
し
た
。

講
師
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー 

酒さ
か

井い

康こ
う

多た

氏
は

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
身
振
り
手
振
り
で
わ
か
り
や
す
く
、

飽
き
さ
せ
な
い
指
導
を
行
い
、
参
加
者
か
ら
は
継

続
的
な
開
催
を
希
望
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

溝
口
春
の
彼
岸
市
が
３
月
22
日（
日
）、
伯
耆
溝

口
駅
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
大
正
14
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
回
で
１
０
０

周
年
を
む
か
え
る
歴
史
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
駅
前
広
場
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

鬼
面
太
鼓
や
傘
踊
り
、
溝
口
中
学
校
生
徒
の
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
演
目
が
披

露
さ
れ
、会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。ま
た
、

駅
前
広
場
か
ら
溝
口
分
庁
舎
前
ま
で
多
く
の
露
店

が
並
び
、
来
場
者
は
買
い
物
や
食
べ
歩
き
を
楽
し

み
な
が
ら
会
場
全
体
の
に
ぎ
わ
い
を
満
喫
し
ま
し

た
。

　
日
光
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
３
月
14
日（
土
） 

か
ら

15
日（
日
）に
、日
光
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

る
こ
の
ま
つ
り
は
、
今
回
で
46
回
目
の
開
催
で
あ

り
、
２
日
間
で
３
５
０
人
以
上
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
日
光
地
区
で
活
動
し
て
い
る
人
々

の
作
品
展
示
や
即
売
会
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
会
話
や
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。
約
２
０
０
食
準
備
し
て
い
た
日
光

そ
ば
は
、
好
評
に
つ
き
12
時
前
に
は
早
々
に
完
売
。

来
場
者
か
ら
は「
美
味
し
か
っ
た
」「
久
し
ぶ
り
に

み
ん
な
と
話
せ
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
２
０
２
５
」
伯
耆

町
の
部
表
彰
式
が
３
月
27
日（
金
）、
伯
耆
町
役
場

に
て
行
わ
れ
、
地
域
貢
献
賞
１
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ

文
化
功
労
賞
１
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
貢
献
賞
で
は
、
食
を
通
じ
て
地
域
の
健
康

づ
く
り
を
推
進
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
食
育

サ
ー
ク
ル
食く

楽ら

ら々

」、ス
ポ
ー
ツ
文
化
功
労
賞
で
は
、

東
京
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
５
０
０
０
ｍ
５
位
入
賞
、

１
０
０
０
０
ｍ
10
位
と
活
躍
し
た
佐
々
木
昴
さ
ん

が
受
賞
。
受
賞
を
う
け
食
育
サ
ー
ク
ル
食
楽
々
の

会
長
勝
部
さ
ん
は「
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
安
心

し
た
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食料品等購入助成券配布事業

令和８年度 第１回職員採用試験
（一般事務（高校新卒除く）、保育士および文化財専門員）

　物価高騰の影響を受けている家計を支援するため、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時
交付金を活用し、町内の取扱店で利用できる食料品等購入助成券を下記のとおり配布します。

　令和９年４月１日採用予定の一般事務（高校新卒除く）、
保育士および文化財専門員について、職員採用資格試験
を次のとおり実施します。詳細は、防災無線・ホームペー
ジなどでお知らせします。

対 象 者 	
　令和８年４月１日時点において、町の住民基本
台帳に記録されている人
配布する助成券
１人あたり１万円分
（1,000円券×10枚つづり）

配布時期・方法
　５月中旬から６月上旬
にかけて世帯主へ世帯員
分をまとめてゆうパック
で郵送

取 扱 店
　主に食料品を取扱う事業者・飲食店・飲食の提
供を行う宿泊施設等
※�利用可能な店舗および詳細は助成券に同封するチラシ
または町ホームページでお知らせします。

利用方法 	
　町内の取扱店で購入等の際に１枚1,000円分の
商品券として利用できます。

利用期間 	
　助成券を受け取った日から
　令和８年11月30日（月）まで

とき・ところ　
【一般事務・文化財専門員】　次のいずれかを選択できます。
　● �７月12日（日）
　　伯耆町農村環境改善センター（大殿48番地13）
　● �７月４日（土）から７月12日（日）までのいずれか１日
　　全国のテストセンター（全国192会場から選択可能）
【保育士】　
　● �７月12日（日）
　　伯耆町農村環境改善センター（大殿48番地13）
　　　※�正式な時刻、受験会場の予約等についての詳細は受験申込後に通知します。

申込方法　伯耆町ホームページのインターネット電子申請による申込
申込期間　６月18日（木）15：00まで　

広報ほうき　2026年５月号

問い合わせ先 産業課 商工観光室　0859-68-4211

問い合わせ先 総務課　0859-68-3111

▲伯耆町
ホームページ

▲伯耆町
ホームページ

募集職種・人数
　①一般事務	 ３名程度　
　　（高校新卒除く）
　②保育士　　　　　	 若干名　
　③文化財専門員　	 １名　

受験資格については伯耆町ホームページを
ご確認ください。

お
し
ら
せ
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督促手数料・口座振替不能通知の廃止

障害者手帳などをお持ちの人へ

軽自動車税の減免
　障害者手帳などの交付を受けた人や、障がい者用に改造された軽自動車を所有している人は、
申請をすると軽自動車税が減免されます。対象者は、期限内に窓口で申請をしてください。

● 督促手数料の廃止
　伯耆町税条例等の改正により、令和８年４
月１日以降に納期が到来する町税・後期高齢
者医療保険料等、町の全ての債権について、
督促状の送付に係る督促手数料（80円）を廃
止します。
　なお、各納期限までに納付がなされない場
合には、引き続き、法律の定めるところによ
り督促状を発送します。
【注意】
令和８年３月31日までに納期が到来した税等の督
促手数料については、納付
が必要です。
また、納付期限を過ぎる
と、延滞金が加算される場
合がありますのでご注意
ください。

● 口座振替不能通知の廃止
　令和８年度から下記の税目等について口座振替
ができなかった場合に、納付書とともに送付して
いた口座振替不能通知を廃止します。
　口座振替が不能とならないよう、振替日の前日
までに預貯金残高の確認をお願いします。
　残高不足等により口座振替できなかった場合
は、下記担当課へお問い合わせいただくか、納期
限後おおむね20日後に送付される納付書付き督促
状で納めてください。

対 象 者　次のいずれかに当てはまる人
・身体障害者手帳、戦傷病者手帳の交付を受けている人
　(障がいの程度によっては対象外になる場合があります)
・障がいの程度がＡまたは重度の療育手帳の交付を受けている人
・精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受けている人
・車いすの昇降装置など、障がい者用に改造された軽自動車を所有する人
・心身に障がい等のある人と生計を一にする人
※障がい等のある人の生計同一者（家族等）が軽自動車を所有する場合は、減
免対象となります（専ら障がい者等の移動のために使用する場合に限る）。

※所有者は車検証に記載されている「所有者の氏名又は名称」欄をご確認くだ
さい。

申請に必要なもの
①運転免許証　
②�車検証　※電子車検証の場合は「自動
車検査証記録事項」の写し

③認印　※自署の場合は不要
④障害者手帳等

申請期限　５月25日（月）

申請窓口　住民課、分庁総合窓口課

・個人住民税　　　　　　　・軽自動車税
・固定資産税　　　　　　　・国民健康保険税
・後期高齢者医療保険料

※廃止となる税目等

H o u k i - To w n  P u b l i c  R e l a t i o n s  2 0 2 6  M a y

問い合わせ先
住民課 税務室　	 0859-68-3114
健康対策課 健康増進室	 0859-68-5536（後期高齢者医療保険料） ▲伯耆町

ホームページ

問い合わせ先 住民課 税務室　0859-68-3114 ▲伯耆町
ホームページ

お
し
ら
せ
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消費生活に関する相談の受付

農作業用冷却機能付き作業服の購入費補助

　伯耆町では、架空請求や契約トラブル、多重債務など、消費生活
に関する相談をお受けし、問題解決のための助言、あっせんを行っ
ています。
　また、高齢者が気軽に相談できるよう、伯耆地域包括支援センター
と連携して相談にあたっています。相談は無料です。
　消費生活に関する様々な情報については、国民生活センターのホー
ムページをご覧ください。

　毎年厳しくなる猛暑のなか、農地を守り、伯耆町の産業の主軸となっている農業者の命
を守るため、冷却機能付き作業服の購入にかかる経費を半額支援します。

対 象 者 	
●町内在住の販売農業者個人および法人、生産組織
　（申請は１回限り）
　　※�販売農家・法人については、耕作面積または農業

販売額に条件があります。

対象となる作業服 	
●空調作業服、水冷式作業服、冷却機能付作業服
　�附属する電動ファン、電池、コード、保冷剤ま
たは金属素子も対象

　（令和８年４月１日以降に購入したもの）
　　※�１農家あたり１着。認定農業者および準認定農業

者は、１農家３着まで、法人は５着を上限として
購入費を助成します。

補助金額 	
●対象となる作業服の購入費の1／2を補助
　（１着につき最大10,000円）
　　※�１着２万円の作業服を購入した場合は１万円補助。

１万４千円の作業服の場合は７千円の補助。

受付時期　５月11日（月）から
申請方法　

　次の書類１～３を産業課まで提出してください。

　１．交付申請書兼実績報告書兼請求書
　２．�営農調書（認定農業者、準認定農業者、生

産組織以外）
　３．�購入実績（品名、購入量、購入日：見積書、

請求書等）および購入代金を支払済である
ことを確認できる書類（レシート、領収書
等の写し）

そ の 他
　予算に限りがあるため、
補助金を交付できない場
合があります。

広報ほうき　2026年５月号

問い合わせ先
住　　民　　課　� 0859-68-3115
伯耆地域包括支援センター　0859-68-4632 ▲独立行政法人

国民生活センター

問い合わせ先 産業課 農林室　0859-68-3315
▲伯耆町

ホームページ

お
し
ら
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高齢者はり･きゅう･マッサージ施術費の助成

『家庭教育ハンドブック』（令和８年度改訂版）の紹介

改定のポイント
　子どもたちが自立し、自分から進んで学ぶ姿勢を育むために、家庭・
地域・学校がスクラムを組んでそれぞれの役割を果たすことを呼びかけ
る内容を盛り込みました。
本町の取り組みを掲載
　令和６年度から重点的に取り組んできた以下の事業を紹介していま
す。町民の皆様お一人おひとりが、子どもたちの育成の担い手として関
わっていただくための内容です。
　● �伯耆Ｉ（アイ）学習…小中学校で行っている地域学習と生き方学習の２

軸で構成された総合的な学習
　●ゆめネット…児童生徒による地域貢献活動

　町内小中学校に通われているお子様のご家庭には、学校を通じて随時配布します。
また、町のホームぺージにも公開していますので、ぜひご覧ください。

　高齢者の福祉向上を図るため、はり・きゅう・マッサージの施術に要する費用の一部を
助成しています。令和８年度分の受付を４月１日から開始しています。

助成金額　１回につき1,000円以内

助成回数　年12回（月１回）以内

助成対象者
　後期高齢者医療制度の被保険者で、令和８年度（申請が４・５月のとき
は令和７年度）の住民税が非課税の人

助成内容
　鳥取県保険鍼灸マッサージ師会加入施設で使える助成券を交付します。

　本町では、将来を担う子どもたちの育成のため、「地域とともにある学校づくりを基盤と
した保小中一貫教育の推進に取り組んでいます。その一環として、平成28年に発行した『家
庭教育ハンドブック』を改訂しました。

H o u k i - To w n  P u b l i c  R e l a t i o n s  2 0 2 6  M a y

※�「前期編」「中期編」「後
期編」があります。

問い合わせ先 健康対策課 高齢者支援室 0859-68-5535

問い合わせ先 教育委員会事務局 総務学事室　0859-62-0927 ▲伯耆町
ホームページ

お
し
ら
せ
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受動喫煙防止と禁煙を

５月12日は民生委員・児童委員の日
　民生委員・児童委員は、身近な相談相手として、担当する地域に暮らす住民からの生活上
の心配ごとや困りごと、子育てや医療、介護の不安などの相談に応じています。そして、そ
の課題が解決できるよう、必要な支援への「つなぎ役」になります。
　また、地域の見守り役として、定期的な訪問などを通じて、高
齢者や障がい者世帯、子どもたちの見守りを行っています。子ど
もや子育てに関する支援を専門に担当する主任児童委員も活動
しています。
　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱された委員で
す。法律で守秘義務が課されているため、相談内容が他の人に伝
わることはありません。安心してご相談ください。

　受動喫煙とは、自分の意思とは関係なく、他人が吸うたばこの煙にさらされることです。
　たばこには200種類以上の有害物質が含まれ、そのうち70種類は発がん物質といわれて
います。さらに、主流煙（喫煙者が吸い込む煙）よりも、副流煙（たばこから立ち上る煙）
により多くの有害物質が含まれています。

ニオイを感じたら受動喫煙	

● 換気扇の下でたばこを吸う、ベランダなどの屋外でたばこを吸う、
空気清浄機を置く、加熱式たばこにする（有害物質の含有量がゼロで
はありません）ことでは、受動喫煙は防げません。

●喫煙の後も、吐く息に含まれる肺の中の煙や、衣服や髪に付着した
煙によって周囲の人がたばこの影響を受けます。

禁煙外来で禁煙をはじめませんか？	
　たばこに含まれるニコチンには強い依存性があり、意志だけでたばこをや
めることは困難です。
　禁煙外来では、診察、検査、アドバイス、必要に応じて処方が受けられ、
初診から12週間を目標に禁煙に取り組むことができます。

広報ほうき　2026年５月号

問い合わせ先 福祉課 福祉支援室　0859-68-5534

問い合わせ先 健康対策課 健康増進室　0859-68-5536 ▲鳥取県医師会
ホームページ
（禁煙指導医一覧）

禁煙をお考えの人は
一度、相談してみて

ください。

お
し
ら
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林野火災警報の新設に伴う注意

自衛官等募集事務に係る
対象者情報の資料提供
　自衛官等募集事務については、自衛隊法第97条において市町村の法定受託事務と定めら
れています。本町では、令和２年度より自衛隊法施行令第120条に基づく防衛大臣からの資
料提供依頼に応じて、自衛官および自衛官候補生の募集（以下「自衛官等募集事務」という）
のために必要な住民基本情報を提供しています。自衛隊への情報提供を望まない人は、期限
内に申出を行ってください。

　鳥取県西部広域行政管理組合消防局の火災予防条例の改正に伴い、
「林野火災警報」「林野火災注意報」が新設されました。
　気象状況が山林、原野等における火災の予防上注意を要する場合、
危険性がある場合に消防局長によって発令されます。「林野火災警報」
発令時には、火の使用制限について義務が課せられ、火の使用制限
に従わなかった場合は、30万円以下の罰金または拘留に処すること
が消防法で定められています。
※「林野火災注意報」は火の使用制限について罰則は伴わない努力義務を課すものとなっています。

●林野火災注意報発令の条件
　以下のいずれかに該当した場合
　１．前３日間の合計降水量が１㎜以下かつ前30日間の合計降水量が30㎜以下の場合
　２．前３日間の合計降水量が１㎜以下かつ乾燥注意報が発表された場合
●林野火災警報発令の条件
　林野火災注意報の発令に加え、強風注意報が発表された場合

対 象 者　
伯耆町内に住民登録があり、令和８年度に18歳
になる人
（平成20年４月２日～平成21年４月１日生まれの人）

申出期限　５月29日（金）
提 出 先　伯耆町役場本庁舎２階 総務課

必要書類等　
●除外申請書（様式は本庁舎または町ホームペー
ジにあります）

●対象者本人による申出の場合は、本人確認不要
●同一世帯の保護者による申出の場合、申出者の
本人確認書類（運転免許証等）

●本人または同一世帯の保護者以外による申出の
場合、委任状および申出者の本人確認書類

H o u k i - To w n  P u b l i c  R e l a t i o n s  2 0 2 6  M a y

問い合わせ先 総務課　0859-68-3111

問い合わせ先 総務課　0859-68-3111 ▲鳥取県西部広域
行政管理組合消防局

詳しくはこちら！
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認知症サポーター養成講座
〈子ども編〉を開催しました

新教育長に橋本康雄氏が就任

認知症サポーター・
認知症サポーター養成講座とは

　認知症サポーターとは、何か特別なことをする人
ではなく、認知症を正しく理解し、認知症の人やそ
の家族を見かけた時、自分のできる範囲で手助けし
たり、温かく見守る応援者のことです。認知症サポー
ターを養成する講座を、認知症サポーター養成講座
といいます。

　令和２年４月から教育長を務めた箕浦昭彦氏が、令和８年３月31日付けで辞職しました。
　後任として橋本康雄氏が選任され、令和８年３月議会の同意により、令和８年４月１日付けで教育長
に就任しました。

　令和７年度は町内３カ所の小学校で、社会福祉協議会と “障がい老人をささえる家族の会” と共催の
『認知症サポーター養成講座』を実施しました。
　認知症のおじいちゃんをテーマにした寸劇や講義を通じて、認知症の症状が起こる理由や適切な関
わり方について知ってもらう機会となりました。合計88人の生徒が認知症サポーターとなり、サポー
ターの証としてオレンジリングを贈呈しました。

ごあいさつ
　伯耆町では、溝口町時代を含め、教職員として12年、教育委員会事務局で３年、
計15年間勤めさせていただきました。その間、保護者の皆様、地域の皆様に大変
お世話になりました。
　この度、教育長を務めさせていただくことになりました。重責ではありますが、
これまでの経験を活かしつつ、皆様のご協力をいただきながら、伯耆町の教育行
政が充実していくよう、力を尽くしてまいりたいと思います。
　町民の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

広報ほうき　2026年５月号

生徒の感想 	
・こんなにすぐに忘れるんだと知りました。
・認知症の人が忘れたり、家に帰って来られな
かったりすると、本人も家族も不安になるとわ
かりました。

・おばあちゃんが認知症なので、助けていきたい
です。

・認知症になると、色々と大変なこともあるかも
しれないけれど、家族がなったら、怒らずに優
しい声かけをしたり、わかってあげたいと思い
ます。

　講座を経て、認知症のことを自分事として一緒
に考えることができ、感想からはたくさんの生徒
達が温かい言葉を届けてくれました。
　認知症サポーター養成講座は、学校、企業、集
落など、ご希望があればどこでも開催できます。
人生の備えとして、話を聞いてみませんか？ご希
望の際は、伯耆地域包括支援センターまで気軽に
お問い合わせください。

問い合わせ先 伯耆地域包括支援センター　0859-68-4632
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※ 表中の予算額は万円単位で四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

リサイクルプラザの搬入時間の変更

　リサイクルプラザでは、施設の利用状況を
踏まえ、ごみの搬入時間を変更します。
 この変更は、搬入が集中する時間帯の混雑
の緩和を図り、施設利用者の利便性の向上と
円滑な受入体制の確保を目的としています。
⃝搬入時間　９：00～16：00まで
　  　　　　（現行：８：30～16：00まで）
⃝適用開始日　６月１日（月）
問い合わせ先 　
　西部広域行政管理組合リサイクルプラザ 
　 0859-68-4071

行政書士無料相談会

　相続・遺言、成年後見、会社設立、許認可・
届出、土地利用・農地転用、契約書・合意書・
協議書等の作成などについて、行政書士が無
料で相談に応じます。
⃝と　　き　５月26日（火） 10：00～12：00
⃝と こ ろ　岸本公民館
⃝相 談 員　行政書士
⃝申込方法　電話
⃝申込期限　５月25日（月）正午まで
　※事前予約が必要です。

予約・問い合わせ先 　
　鳥取県行政書士会事務局 
　 0857-24-2744

国民年金のおしらせ
令和８年度　国民年金の保険料額
　令和８年４月から令和９年３
月までの国民年金保険料は、月
額17,920円（定額）です。
　国民年金保険料は右の方法で
納付できます。
学生納付特例の申請
　国民年金保険料の納付が困難な学生は、本人の所得が一定以下の場合、申
請により、在学中の納付が猶予される『学生納付特例制度』があります。こ
の申請は毎年度必要です。
⃝申請方法
・以下の①②のいずれにも該当する人
①令和７年度に学生納付特例により保険料納付を猶予されている人
②令和８年度も引き続き同一の学校に在学予定の人
→�日本年金機構から送付されるハガキ形式の申請書に必要事項を記載し、返送

・４月以降に初めて申請をする人
　　→窓口またはマイナポータルでの手続きが必要
⃝申請に必要なもの
・学生証または在学証明書（原本）
・マイナンバーまたは基礎年金番号が分かるもの
　（例）マイナンバーカード、基礎年金番号通知書、年金手帳など
・本人確認書類
　（例）マイナンバーカード、運転免許証など
⃝申請先　住民課、分庁総合窓口課
　※スマートフォンなどで、マイナポータルから申請することもできます。

問い合わせ先 　米子年金事務所　 0859-34-6111
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令和８年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計　予算の概要
※�鳥取県西部広域行政管理組合は、鳥取県西部圏域の２市６町１村により組織された団体で、主に消防事務や不燃物処
理施設の管理運営などを行っている特別地方公共団体です。

歳入区分 予算額
分担金および負担金 51億2,681万円
使用料および手数料 6,842万円
国庫支出金 2億2,833万円
県支出金 3,773万円
財産収入 527万円
繰入金 6,577万円
繰越金 0万円
諸収入 1億3,938万円
組合債 9億320万円
合計 65億7,490万円

➡ 米子市 28億5,408万円
境港市 6億2,412万円
日吉津村 1億4,169万円
大山町 4億1,314万円
南部町 3億26万円
伯耆町 3億1,262万円
日南町 1億8,312万円
日野町 1億2,851万円
江府町 1億2,489万円

歳出区分 予算額
議会費 148万円
総務費 8億4,207万円
民生費 6,005万円
衛生費 19億3,685万円
消防費 34億5,201万円
公債費 2億7,244万円
予備費 1,000万円
合計 65億7,490万円

分
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金
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う
ち
、
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処
理
事
務
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４
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は
次
の
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お
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歳 

入
歳 

出

議会費 0.0%

民生費 0.9%
公債費 4.1%
予備費 0.2%

県支出金 0.6%

使用料及び

諸収入 2.1%

財産収入 0.1%

国庫支出金
3.5%

繰越金 0.0%

歳入

分担金
及び負担金
78.0%

歳出使用料および
手数料 
1.0% 消防費

52.5%
衛生費
29.5%

総務費
12.8%

組合債
13.7%

繰入金 1.0%
　令和８年２月組合議会定例会で、
令和８年度一般会計予算が決まりま
したのでお知らせします。令和８年
度の予算額は65億7,489万９千円
で、前年度の当初予算と比べて11.7
％の減となっています。

・�納付書払い（金融機関、郵便局、コンビ
ニエンスストア、スマートフォンアプリ）

・口座振替　　・クレジットカード
・ねんきんネット
※�保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予さ
れる制度があります。
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▲日本年金機構
ホームページ

問い合わせ先 鳥取県西部広域行政管理組合　0859-22-7732事務局 総務課
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インデザインはりつけ　実際は元から印刷PDFをつくる
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５月７日 木 マタニティー＆ベビーひろば
時間／10:00～11:30

８日 金 お外で遊ぼう（子どもパル園庭）
時間／9:30～10:30

９日 土 にこにこ土曜日
時間／9:00～11:30

12日 火
出張子育て支援センター

（溝口保育所）
時間／9:00～11:30

13日 水 栄養士相談の日
時間／10:00～11:30

14日 木 ベビーマッサージ
時間／10:00～11:30

19日 火 お外で遊ぼう（子どもパル園庭）
時間／9:30～10:30

20日 水 出前親子絵本タイム
時間／10:30～11:30

21日
22日

木
金

わくわくひろば　０才
わくわくひろば　１才～
時間／10:00～11:30

23日 土 にこにこ土曜日
時間／9:00～11:30

27日 水 ①離乳食講習会託児
時間／10:00～11:30

と　こ　ろ � 子育て支援センター
開 館 時 間 � 平日�9:00～11:30、13:30～16:00
� 第２・４土曜日　9:00～11:30
問い合わせ先 � 子育て支援センター（パルプラスオン内）
� 0859-39-8011
・�イベントがあるとき以外は、平日毎日、どなたで
もご利用できます。

・�イベントの詳しい内容は「すくすくだより」に掲
載しています。HP・各保育所・図書館等で読む
ことができます。

・�イベントの内容によっては、事前の申し込みが必
要です。

今月のテーマ 多様性について（様々な人権）
と　き ５月15日（金）　19：00～20：30
ところ 文化センター

内　容
・開講式
・グループワーク　『ふつう』って何？
～自分の中の常識について考える～　　

講　師 伯耆町教育委員会事務局　人権推進室職員

問い合わせ先 � 教育委員会事務局　人権政策室
� 0859-62-0713

米子自動車道（蒜山IC ～米子IC間）
春季 夜間通行止のお知らせ

　米子自動車道�蒜山IC ～米子IC間における舗装補修工事、
伐採作業などのため、夜間通行止を実施いたします。
　高速道路をご利用のお客さまや沿道の皆さまにはご不便・
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解・ご協力をお願いいたしま
す。
◆と　　　き：６月１日（月）夜～６月13日（土）朝
　各日20：00～翌朝６：00まで�計�土日を除く10夜間
　※天候不良などの際は順延する場合があります。
　（予備日）令和８年６月15日（月）夜～６月19日（金）朝�計�４夜間
◆通行止区間：米子自動車道�蒜山IC～米子IC間
問い合わせ先
NEXCO西日本 中国支社 米子高速道路事務所

0859-27-2181　受付時間 平日／9:00～17:00
夜間通行止当日は、工事終了時間まで受付

ポップ・アート 時代を変えた４人
“POP ART：THE FAB 4 ! & 4 SPECIAL GUESTS”
【世界屈指のポップ・アートコレクション日本初公開！】
　1960年代にアメリカで花開き、世界的なムーブメントを
巻き起こしたポップ・アート。本展では、ポップ・アートを
牽引したアーティスト、アンディ・ウォーホルらの版画作品
を中心にポップ・アートの魅力に迫ります。
　当館所蔵のアンディ・ウォーホル《ブリロ・ボックス》も
特別展示します。
　会期中にはワークショップやイベントも多数開催されます。
開催情報
◆と　　き：４月11日（土）～６月14日（日）
◆と こ ろ：鳥取県立美術館�３階�企画展示室
◆開館時間：９:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　　　　　　※６月６日（土）は19:00まで
◆休 館 日：毎週月曜日（５月４日は開館）
◆観 覧 料：［一般］　　1,500円（1,200円）
　　　　　 ［学生］　　　950円　（750円）
　　　　　 ［高校生］　　500円　（400円）
　　　　　 ［小中学生］300円　（240円）
　＊（�）内は20名以上の団体料金
　※�未就学児、障がいのある方・難病患者の方・要介護者等

およびその介護者は無料。
　※前売券はオンラインと窓口で販売します。
　※�企画展チケットで当日コレクション展もあわせてご覧い

ただけます。
問い合わせ先 　鳥取県立美術館　 0858-24-5442

ライフサポートセンターとっとり『こころの相談』
（相談無料・対面相談）

子どものこと、家族や職場のこと、自分のことなど、日頃気
になっている悩みや困りごとを産業カウンセラーに話してみ
ませんか？
◆と　き：５月13日（水）、６月３日（水）、７月１日（水）
　　　　　14:00～16:00（１人50分）
◆ところ：米子市立図書館　２階研修室（米子市中町８番地）
◆予　約：前日の正午締切
◆予約先：ライフサポートセンターとっとり
　　　　　 0120-82-5858
問い合わせ先 　（一財）鳥取県労働者福祉協議会
　ライフサポートセンターとっとり事務局
　 0857-27-4188

▲センターHP
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こちらから蔵書検索できます！

　

　

Check
!

二次元コードを読み取って、町内の図
書館資料を蔵書検索・予約することが
できます。
※通信料は利用者負担となります。

※町内の図書館（室）で借りた本は、溝口図書館、岸本図書
館、二部公民館、日光公民館どこでも返却できます。

※本が破損・汚損した場合は、そのままの状態でカウン
ターまでお持ちください。

なかなか図書館まで行く機会がない方のために、出前
図書館を行っております。
※ご希望の地区は図書館までご連絡ください。

文化センター：５月27日（水） 100円ランチ前
５月30日（土） わくわく土曜日

５月19日（火） 13：30～16：00
溝口公民館２階　中会議室

布絵本
ちくちくボランティア教室

予告なく変更になる場合があります。詳しくは、図書館までお問い合わせください。

あたまイキイキ音読教室
出前図書館

にこにこおはなし会

『図書館へGO!』

５月13日（水）
10：30～11：30

溝口公民館２階
中会議室

こどもの読書週間 4/23（木）～5/12（火）

「ことばがきみのはねになる」
　「こどもの読書週間」とは、子どもたちに本を読む楽しさを伝えるための期間です。
幼少のときから書物に親しみ、読書の喜びや楽しみを知り、読解力を身につけ、もの
ごとを正しく判断する力をつけておくことが、子どもたちにとってどんなに大切なこ
とか…。子どもに読書を勧めるだけでなく、大人にとっても子どもの読書の大切さを
考えるとき、それが「こどもの読書週間」です。伯耆町図書館では５月いっぱいを「こ
どもの読書月間」として特別展示を行います。ぜひ見に来てください。

溝口図書館と学校の図書館で本を借りてスタンプを集めよう！
スタンプが集まるとプレゼントがもらえるよ。（無くなり次第終了です）

『ぎょぎょぎょ！　おさかなゲットだぜ！』
魚を釣ってポイントを集めよう！
ポイントが貯まるとプレゼントがもらえるよ。（無くなり次第終了です）

各教室 ５月の予定各教室 ５月の予定

男性の日
とき

とき
ところ

ところ

５月20日（水）
10：30～11：30

溝口公民館３階
大会議室

溝　口
とき

ところ

５月27日（水）
10：30～11：30

岸本公民館２階
中会議室

岸　本
とき

ところ

2026年
第68回

溝口図書館

岸本図書館

５月20日（水）10：30～11：00とき
子育て支援センターところ

溝口図書館
岸本図書館
二部公民館図書室
日光公民館図書室

TEL 62-0717
TEL 68-3605
TEL 62-7159
TEL 63-0306

ホームページ  https://www.houki-town.jp/book/図書つうしん
と　　　しょと　　　しょ Library information
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図書カレンダー 5 月

溝口・岸本図書館 二部・日光公民館
日 月 火 水 木 金 土
26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 1 2 3 4 5 6

日 月 火 水 木 金 土
26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 1 2 3 4 5 6

休館日どちらの図書館・公民館でも、
図書の予約と返却ができます。
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Discovering Tottori
　Hello everyone! It’s Zane again. It’s a 
little late, but Happy New Year! I hope 
that the new year has been kind to you 
and your families. 
　Hoki Town in the winter has been very 

beautiful. I like being surrounded by the snow-covered 
mountains. I am a bit sad that spring is coming, but the 
warm weather will be nice. 
　Early this year, I purchased a car. Thanks to this car, my 
life in Tottori has opened up. I have been going to many 
of the road stations around Tottori. So far, I really like 
Daisen-bou and Oku Daisen. It is nice seeing all the local 
foods and the beautiful places. I especially enjoyed the 
local festivals in Hoki like Tatara Matsuri. The people were 
kind and it was a lot of fun! I look forward to seeing more 
of Tottori’s breathtaking views!

鳥取を発見して
　みなさん、こんにちは。ゼインです。少し遅くなりましたが、
あけましておめでとうございます。今年が皆様とご家族にとって、
よい一年となっていることを願っています。
　冬の伯耆町はとても美しく、雪に覆われた山々に囲まれて過
ごす時間を気に入っています。春が近づいてくるのは少しさみし
くも感じますが、これから暖かくなる季節も楽しみです。
　今年のはじめに車を購入しました。この車のおかげで、鳥取
での生活の行動範囲が広がりました。最近は、鳥取県内の道
の駅をいろいろ訪ねています。これまでに訪れた中では、特に
大山望と奥大山が印象に残っています。地元の食べ物に出会え
たり、美しい景色を楽しめたりするところが魅力だと感じました。
　また、伯耆町で行われた「たたらまつり」などの地域のお祭り
もとても楽しく、地域の皆様の温かさを感じることができまし
た。これからも鳥取のすばらしい景色や魅力に、たくさん出会
えることを楽しみにしています。

　伯耆町教育委員会では、高校生サークル
のメンバーを募集しています。楽しみたい、
地元で活躍したい、友達づくりのため、暇
だからなど、動機は何でもOKです。勉強は

もちろん、部活もバイトも今しかできませんが、高校生サークルも今
しかできません。教育委員会が皆さんのやりたいをサポートします！

活 動 内 容　�町内の高校生が集まり、地域活動やボランティアに加え、
自分たちで楽しい企画を計画・実施します。

過去の活動　�きないや祭りでの出店、きしもと豊年盆踊りボランティア、テーブル
マナー講習、近隣市町村高校生サークルとの交流

参 加 条 件　町内出身の高校生（15歳～18歳で高校に通っていない人でも可）

広報ほうき　2026年５月号

「Youth circleブルーム
（高校生サークル）」募集！

問い合わせ先 伯耆町教育委員会　生涯学習室　0859-62-0712

申込はこちら
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「ほっと」 「うきうき」
小澤町長

の

来て 見て 住んで

「着眼大局　断行果敢」　令和８年度重点施策　20＋２　　　　　　
　令和８年度は、第４次伯耆町総合計画（R8～12）の初年度であり、町の進む方向を具体的な施策として形
にする元年です。そこで、新規事業（20）と継続実施するミーティング（2）を重点施策と位置づけ、「着眼大局　
断行果敢」の決意で取り組みます。

　伯耆町の将来を見据えたとき、
人口減少を前提とした上で、どの
ように町の質を高め、持続させ
ていくか、賢く縮みながらも町民
一人一人の幸福度や地域の活力
を高め、なお光を放つ町を目指
します。そのためには、将来を
見据えた基盤づくりを、今、断
行しなければなりません。
　今後10年もしくは５年が、伯耆
町の将来を左右する極めて重要
な期間であることは明らかです。

（例）
●公式LINEを導入し、スマートフォンで情報発信、公式HPを更新しLINEと
連携

●ふるさと納税の強化・拡大、返礼品の掘り起こしによる財源確保と地域
産業の活性化

●小中学校に「シビックプライド形成事業補助金」を創設（町づくりの主体意
識を醸成）

●緑内障検診を新設し、若年期から高齢期まで、切れ目のない健康づくり
を推進

●溝口地域での住宅整備に向けて、PFI（民間活用）導入可能性調査を実施
◇�「まち∞未来ミーティング」、「伯耆まち☆キラ会議」等を開催し、住民主
体の町づくりを推進
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第13回 家庭の日川柳

人権啓発標語

毎月第3日曜日は「家庭の日」です。
家族団らんや家族そろっての行事などを通して、
子どもたちを心豊かに育てましょう。
※学年表記は令和７年度のもの

※学年表記は令和７年度のもの

あかちゃんを　かぞくみんなで　おせわする
岸本小学校２年　川上日向葵

つかれても　いっしょにいれば　あたたかい
八郷小学校６年　野口　　茜

家族との　会話で生まれる　幸福感
岸本中学校３年　森田　結人

ごめんなさい　わざとじゃなくても　
あやまろう　　

岸本小学校４年　山澤こなつ

比べない　一人一人の　色がある
岸本小学校５年　幅田　陽菜

ねえ聞いて　ぼくは青よりピンク好き
岸本小学校５年　伊藤　結子

文字放送は
こちら➡

防災無線は
こちら➡

ホームページ上にて、文字放送や防災無線の
放送内容を確認することができます。

※住民基本台帳に基づく人口
　（令和8年4月1日現在）

人口のうごき
人口動態
転入 61人
転出 53人
出生  3人
死亡 13人

人口 10,071人 （－2人）
男 4,837人 （－8人）
女 5,234人 （+6人）
世帯 3,924世帯 （+12世帯）

H o u k i - To w n  P u b l i c  R e l a t i o n s  2 0 2 6  M a y
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響
く
太
鼓

P.2～3

P.7

P.8～

特 集

おしらせ

まちのわだい

第４次伯耆町総合計画を策定 ほか

伯耆町食料品等購入助成券配布事業 ほか

溝口春の彼岸市 ほか

Public Relations HOUKI

広 

報
月
号

2026年 No.257

作品鑑賞（植田正治作品の紹介）［15分］→講師による写
真講座・カメラの使い方説明［30分］→美術館内外での撮
影実習［30分］→撮影した写真の発表・講評［45分］

町民の方は『入館無料』です
ご来館の際は、広報ほうき３月号無料招待券、
または免許証など住所のわかるものを提示してください。

［開館時間］10：00～17：00（最終入館は16：30）　
［休館日］毎週火曜日（祝日の場合は翌日） ※５月５日、６日は開館します。
［メール］bijyutsukan@houki-town.jp　［HP］https://www.houki-town.jp/ueda/

問い合わせ先 Tel 0859-39-8000伯耆町立植田正治写真美術館

Museum News

Vol.203
だより

■ 対象：10人～25人のグループ
■ 講師：写真愛好家
■ 機材：美術館で用意したデジタル一眼レフカメラ（１人１台）
■ 費用：無料（町外の方は入館料が別途必要）
　 ※開催期間等については、調整中です。
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植田正治、あの頃の「松江」
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み
な
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ん
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６月７日（日）まで開催

美術館展覧会情報

プログラム（120分）

今年も
フォトスクールを
開催します！

世界的写真家の作品鑑賞と一眼レフカメラを使った撮影実習で写真の楽しさを体験しよう。
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